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会 長 新 年 挨 拶

　

2
0
1
4（
平
成
26
）
年
の
冒
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、1
8
7
9（
明
治
12
）
年
の
工
学
会
設
立
か
ら

1
3
5
年
、1
9
1
4（
大
正
3
）
年
の
土
木
学
会
創
立
か
ら

1
0
0
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
な
り
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
初
代
会
長
の
古
市
公
威
が
就
任
時
に「
本
会
の

会
員
は
技
師
で
あ
り
、
指
揮
者
で
あ
る
」
と
演
説
し
た
と
お
り
、

土
木
技
術
者
は
、
世
の
た
め
人
の
た
め
、
常
に
献
身
的
な
精
神
を

発
揮
し
て
、国
土
の
建
設
に
邁
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

わ
が
国
は
、
明
治
以
降
、
河
川
改
修
、
砂
防
、
港
湾
、
鉄
道
、
道

路
、電
力
、上
下
水
道
等
の
土
木
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
構
造
物
の
整
備
が
日
本
の
近
代
化
を
推
進
し
、
戦
後
日
本

の
高
度
成
長
を
達
成
し
た
こ
と
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

近
年
、
わ
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
、
経
済
活
動
停
滞
、
災
害

リ
ス
ク
上
昇
等
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。一
方
、世
界
で
は
、

地
球
温
暖
化
、
巨
大
災
害
多
発
、
人
口
急
増
、
国
家
・
民
族
・
宗

教
対
立
等
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、2
0
1
1
年
に
は
東
日
本
大
震
災

が
発
災
し
、
地
震
・
津
波
に
よ
る
未
曾
有
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
当
会
で
は
、
震
災
直
後
に
災
害
対
策
本
部
、
特
別
委
員
会
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
災
害
調
査
団
を
派
遣
、
技
術
提
言
を
発
表

し
、そ
の
後
も
震
災
復
興
関
連
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、2
0
1
2
年
に
発
生
し
た
中
央
道
の
ト
ン
ネ
ル
天
井
板

落
下
事
故
を
契
機
と
し
て
、
構
造
物
の
高
齢
化
・
老
朽
化
が
社
会

問
題
と
な
り
ま
し
た
。当
会
で
は
、社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
・

更
新
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
多
岐
に
わ
た
る
検
討

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
土
木
学
会
で
は
、「
豊
か
な
く
ら
し
の
礎
を
こ
れ
ま
で

も
、
こ
れ
か
ら
も
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、1
0
0
周
年

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。現
在
、社
会
安
全
、社
会
貢
献
、市
民

交
流
、
国
際
貢
献
を
柱
と
し
た
30
の
記
念
事
業
を
順
次
実
施
し
て

お
り
、
9
月
に
記
念
切
手
の
発
行
、
11
月
に
国
際
会
議
・
記
念
式

典
等
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
、
過
去
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
将
来
に
向
け
て
土
木
学
会
の
果
た
す
べ
き
社
会
的
使
命
を
国

内
外
に
示
す
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
す
。
次
の
1
0
0
年
に
向
け

て
日
本
の
将
来
像
、
土
木
技
術
者
の
役
割
、
土
木
学
会
の
あ
り
方

を
取
り
ま
と
め
、「
将
来
ビ
ジ
ョ
ン（
仮
称
）
」
と
し
て
提
案
す
る

予
定
で
す
。ま
た
、倫
理
規
定
を
見
直
し
、徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

当
会
で
は
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

（
持
続
可
能
）
な
経
済
社
会
の
構
築
の
た
め
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な

（
強
靭
で
回
復
の
早
い
）
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
保
全
に
よ
っ

て
、
防
災
・
減
災
等
の
分
野
で
国
民
の
安
全
安
心
を
確
保
し
、
社

会
貢
献
・
国
際
貢
献
す
る
こ
と
を
最
重
要
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
面
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
本
格
復
興
、
特
に
福
島
第
一
原

発
事
故
の
被
災
地
に
支
援
が
必
要
で
す
。
当
会
で
は
特
別
委
員
会

を
発
足
さ
せ
て
、
汚
染
水
問
題
に
対
す
る
技
術
提
案
に
協
力
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
巨
大

災
害
か
ら
国
民
の
生
命
財
産
を
守
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
産
官
学
の
会
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
土
木
学
会

は
、
土
木
工
学
の
調
査
研
究
活
動
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
他
分
野
の
専
門
家
と
の
連
携
や
一
般
市
民
と
の
交
流
に
よ
っ

て
、総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。会
員
各
位
に
お
い
て
は
、

多
様
化
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
な
お
一
層
の
自
己

研
鑽
に
励
む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

創立100周年を迎え、
来し方行く末を考える

 第 101代土木学会会長

橋本 鋼太郎


